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報告記入者　： 吉村　晃

戸井　凱音 0

0

　中村　光 0

0

本田　悠也 0

蔦谷　大雅 6

川﨑　駿 0

堀田　陽大 0

矢野　世人 1

寺島　健太 0

徳田　廉之介 8

村木　幸輝 0

山田　翔騎 0

髙野　颯太 4

2

部井久ｱﾀﾞﾑ勇樹 8

服部　將成 2

末岡　拓美 4

阿部　奎太

35 合計 27

個人得点 戦評

名前 合計 予選ﾘｰｸﾞ4戦目は南米のﾁﾘが相手。勝てば決勝ﾄｰ
ﾅﾒﾝﾄ進出へ大きく近づく今大会最も重要な試合の1
つ。若干ｾｯﾄｵﾌｪﾝｽで固さがみられた日本だが、2分
過ぎたあたりで左右の主砲NO.5部井久、No.7徳田
がｴﾝｼﾞﾝ全開。ﾛﾝｸﾞ、ﾐﾄﾞﾙ、ｶｯﾄｲﾝとﾁﾘのﾃﾞｨﾌｪﾝｽを
切り裂く。できた裏のｽﾍﾟｰｽからNo.2髙野が得点と
理想的な展開で3連取を２回と好調の出だしで7-3と
する。たまらずﾁﾘは6-0から5-1へｼﾌﾄﾁｪﾝｼﾞし、日本
のﾊﾞｯｸｺｰﾄ陣の走り込みとﾊﾟｽﾜｰｸを分断しにかか
る。走りこんだ1対1を封じられた日本のｵﾌｪﾝｽは後
手に回り、得点が伸び悩むも、No.12GK堀田を中心
としたﾃﾞｨﾌｪﾝｽで踏ん張り、簡単には失点しない。そ
のまま点を取りあい前半を17-15と2点ﾘｰﾄﾞで折り返
す。
　後半戦は日本が2人退場からｽﾀｰﾄ。開始早々失
点するが、嫌なﾑｰﾄﾞを断ち切ったのはこの試合ﾗｯ
ｷｰﾎﾞｰｲのNO.24蔦谷。速攻で19点目を叩き込むと
ここから日本の速攻が炸裂。No.7徳田、No.2髙野を
はじめ4連取で抜け出す。10分過ぎで 日本ﾍﾞﾝﾁは
No.4阿部をﾚﾌﾄﾊﾞｯｸに投入。攻撃のﾃﾝﾎﾟを変え、主
導権を握ったまま試合を進める。16分過ぎには26-
20と6点差がついたところでNO.5部井久をﾚﾌﾄﾊﾞｯｸ
へ再投入、このﾍﾞﾝﾁﾜｰｸが功を奏し、NO.5部井久は
立て続けにｾｯﾄｵﾌｪﾝｽで強烈なﾛﾝｸﾞｼｭｰﾄを叩き込
む。「試合を決めるなら今」、と言わんばかりに集中
力を高めた日本はNo.24蔦谷、No.4阿部らがﾎﾞｰﾙに
からみ怒涛の5連取と一気にｽﾊﾟｰﾄ。後半26分、33-
24と試合を決めた。最終的に35-27と8点差で快勝。
勝ち点を4に伸ばした。予選ﾘｰｸﾞ突破が濃厚となり、
次戦以降は新たな目標を再設定することでﾁｰﾑのﾃ
ﾝｼｮﾝを維持したい。

合計 35
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17 前半 15
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18 後半 12
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